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ティエムファクトリ株式会社への投資について 
 

 京都大学イノベーションキャピタル株式会社（以下「京都 iCAP」）（本社：京都市左京区、

代表取締役：室田浩司）を無限責任組合員とするイノベーション京都 2016 投資事業有限責

任組合（以下「KYOTO－iCAP1 号ファンド」）は、京都大学の研究成果を活用するベンチ

ャー企業であるティエムファクトリ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：山地正洋）

に対する追加投資を実行いたしました。 
 
○今回の投資の概要 
ティエムファクトリは、透明な断熱材であるエアロゲル「SUFA」の実用化に取り組んで

いるベンチャー企業です。SUFA は、京都大学大学物質－細胞統合システム拠点の中西和樹

特定教授らとの共同研究により発明された新規素材で、住宅、物流、自動車など軽量で断熱

性が求められる幅広い分野での応用が期待されています。 
 
持続可能な社会の実現に向けて消費エネルギー削減の取り組みは重要であり、その中で

も熱マネジメントによる省エネルギー化において透明性と断熱性を両立できるエアロゲル

が注目されています。しかしこれまで、板状のエアロゲルを現実的なコストで製造すること

は困難でした。。 
 
ティエムファクトリ社は京都大学との共同研究成果を基に、世界で初めて現実的なコス

トで透明な板状のエアロゲルの製造方法を確立しました。板状のエアロゲルは断熱窓や断

熱壁、梱包材、自動車など数多くの製品へ展開が可能です。現在、ティエムファクトリは

YKK AP 株式会社と共同で断熱窓の開発、板状のエアロゲルの量産準備を進めています。 
 
京都 iCAP は、社会の省エネルギー化に貢献できる透明断熱材の製造方法を確立し、実用

化に向けて製品開発を進めているティエムファクトリを高く評価し、総調達額 4.1 億円のシ

リーズ C ラウンドに参加して 1 億円の投資を実行しました。 
 
ティエムファクトリ株式会社 概要 
設立    2012 年 11 月 
事業内容  透明断熱材（エアロゲル）の研究開発 
本社所在地 東京都港区 
代表取締役 山地 正洋 
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○京都大学イノベーションキャピタル株式会社（京都 iCAP）について 
 京都 iCAP は、京都大学 100％出資子会社として、京都大学を中心とした国立大学から生

まれた研究成果を活用する企業を対象に投資やその他の事業支援を行っております。2016
年 1 月には京都大学と民間企業からの出資を受け、同社を無限責任組合員とする 160 億円

の KYOTO－iCAP 1 号ファンドを組成しました。同ファンドの満期は最長 20 年間に設定

しており、基礎研究に強みを持つ京都大学の研究成果の実用化を長期にわたって支援する

ことが可能となっています。また、起業に興味を持つ方々を対象とした会員組織である

「ECC-iCAP」の運営を大学から受託しており、スタートアップ企業の経営者候補の発掘・

育成にも力を入れています。 
 

【お問い合わせ先】 
                京都大学イノベーションキャピタル株式会社 
                〒606-8317 京都市左京区吉田本町 36 番地 1 
                事業企画部長（広報担当）     河野修己 
                TEL：075-753-7588  FAX：075-753-7592 
                E-mail：info@kyoto-unicap.co.jp 
 


